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漢
詩
「
登
黄
龍
山
」
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
後
二―

十
二 

 
 
 

彩
翠
糢
糊
晩
照
舂 

 

彩
翠

さ
い
す
い 

模
糊

も

こ

と
し
て
晩
照

ば
ん
し
ょ
う

舂
う
す
づ

く 

不
知
何
處
是
黄
龍 

 

知
ら
ず 

い
ず
れ
の
処
か
是
れ
黄
龍 

狂
謌
直
蹈
危
巖
上 

 

狂
歌

き
ょ
う
か 

直
ち
に
踏
む 

危
巌

き

が

ん

の
上 

 
屐
底
驚
濤
萬
壑
松 

 

屐
底

げ
き
て
い 

涛
に
驚
く
万
壑

ま
ん
が
く

の
松 

 

こ
の
他 
漢
詩
「
即
事
」
「
上
寒
水
寺
路
上
」
「
黄
龍
山
」

を
わ
か
り
や
す
い
現
代
的
歌
詞
に
訳
さ
れ
た
曲
を
披
露
さ
れ
た 

さ
ら
に
、
「
江
戸
漢
詩
に
よ
る
歌
曲
集
」
か
ら
「
冬
夜
読
書
」

『
詩
集
後
三―

十
五
』
「
蛍
」
『
詩
集
後
七―

一
』
「
遊
吉
野 

（
芳
野
）
」
『
詩
集
』
後
八―
四
』
な
ど
漢
詩
４
曲
を
歌
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
漢
詩
の
作
曲
は
作
陽
短
大
名
誉
教
授
矢
内
直
行
氏

よ
る
も
の
で
、
今
回
初
め
て
披
露
。
矢
内
先
生
は
当
日
会
場
に

足
を
運
ば
れ
て
お
り
、
会
場
か
ら
は
お
礼
の
大
き
な
拍
手
が
あ

が
っ
た
。
詩
吟
等
で
聞
く
あ
っ
て
も
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
の
漢
詩

は
初
め
て
で
大
変
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

廉
塾
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る 

～
菅
茶
山
生
誕
２
７
５
年
祭
と
コ
ラ
ボ
～ 

日
時
10
月
21
日
（
土
） 

場
所 

廉
塾
並
び
に
菅
茶
山
旧
宅
を
中
心
に 

午
前 

二
弦
琴
や
平
家
琵
琶
演
奏
、
詩
吟
、 

お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
な
ど 

午
後  

踊
り
隊
、
お
話
と
劇
、
お
笑
い
ス
テ 

ー
ジ
な
ど 

会
場
内
に
は
、
う
ず
み
寿
司
、
山
菜
お
こ 

わ
、
お
で
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
販
売
さ
れ
、 

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。 

ま
た
、
廉
塾
保
存
整
備
工
事
の
見
学
会
が 

４
回
実
施
さ
れ
約
１
２
０
余
名
が
参
加
。
修
復
作
業
の
進
捗
状

況
の
説
明
を
福
山
市
文
化
振
興
課
職
員
か
ら
聞
く 

〇
西
福
寺
で
は
「
模
型
と
パ
ネ
ル
で
知
る
神
辺
の
歴
史
」
展
が 

 

行
わ
れ
１
０
０
名
超
が
訪
れ
た
。 

〇
「
菅
茶
山
顕
彰
会
」
か
ん
な
べ
街
並
み
格
子
戸
展
の
実
施 

七
日
市
・
三
日
市
通
の
民
家
に
、
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
を
展
示

し
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
の
取
り
組
み
も
紹
介
す
る 

〇
関
連
行
事
「
ふ
る
さ
と
体
験
史
跡
め
ぐ
り
」 

菅
茶
山
の
詩
碑
め
ぐ
り
が
実
施
さ
れ
、
西
福
寺
・
光
蓮
寺
・ 

万
念
寺
等
の
詩
碑
を
巡
る
。
ま
た
、
三
日
市
通
の
古
民
家
や

「
な
ま
こ
壁
」
な
ど
の
街
並
み
を
見
学
。
さ
ら
に
茶
山
の
漢
詩 

を
読
む
体
験
を
行
う
。 

       

 

神
辺
名
物 

数
々
あ
れ
ど 

 
 
 
 
 

音
に
聞
こ
え
た
廉
塾
は 

 
 
 
 
 
 

瀬
戸
内
海
の
特
別
史
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 

厳
島
神
社
と
同
格
の 

 
 
 
 
 
 
 

歴
史
の
誉
れ 

謡
わ
れ
た 

 
 
 
 
 

貴
重
な
郷
土
の
宝
物 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茶
山
先
生 

儒
学
の
大
家 

 
 
 
 
 

江
戸
は
中
期
の
漢
詩
人 

 
 
 
 
 
 

郷
土
を
歌
っ
た
数
百
の
七
言
絶
句

は 現
代
の
私
た
ち
に
も
そ
の
ま
ま
で 

気
持
ち
の
分
か
る
も
の
ば
か
り 

 

我
が
中
条
は 

今
も
な
お 

昔
と
変
わ
ら
ぬ
田
舎
だ
け
れ
ど 

 
 

先
生
の
詩
の 

そ
の
中
に 

箱
に
は
書
や
絵
が
収
め
ら
れ 

机
に
は
幾
冊
も
の
本
が
置
か
れ
た 

百
姓
の
家
が
あ
る
・
・
と 

 

当
時
の
中
条 

偲
ぶ
れ
ば 

学
あ
る
詩
人
が
多
か
っ
た 

茶
山
先
生 

散
歩
の
時
に 

寺
や
農
家
に
立
ち
寄
っ
て 

み
な
と
共
に 

詩
を
作
り 

楽
し
き
時
を 

過
ご
し
た
と 

詩
に
も
詠
ま
れ
て 

今
日
に 

歌
い
継
が
れ
て 

永
久
に 

歌
い
継
が
れ
て 

永
久
に
・
・
・ 

〇茶山賛歌  

菅茶山の漢詩による「ふるさと中条」 

〇江戸漢詩による歌曲集より 

声楽家 奥野 純子さん 

    ピアノ 山岡 珠代さん 

 

茶
山
賛
歌 

黄
龍
山
に
登
る 

現
代
語
訳
詩
歌
詞 

佐
々
木
龍
三
郎 

補 

奥
野
純
子 

 

作
曲 

石
橋
元
嗣 

お
ひ
さ
ま 

西
に
見
え
か
く
れ 

お
山
の
緑
も 

ぼ
ん
や
り
と 

遍
照
寺
っ
て
ど
こ
か
し
ら 

鼻
歌
ま
じ
り
に 

登
っ
て
い
た
ら 

「
お
っ
と 

あ
ぶ
な
い
」 

ぐ
ら
つ
く
岩
が
足
の
下 

こ
わ
ご
わ
下
界
を
の
ぞ
い
て
み
る
と 

広
が
る
谷
間
は 

松
の
波 

 

黄龍山遍照寺全景 

前
口
上 

 作
詩 

山
田
拓
志
、
補 

奥
野
純
子 

 

作
曲 

芝
沼
紀
子 

 

街並みウオークと格子戸展 
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講
師 

西
村
直
城
先
生 

 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
課
長 

一
、
菅
茶
山
に
つ
い
て 

漢
詩
人 

漢
詩
集
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
教
育
者
。
廉
塾 

・
国
特
別
史
跡
「
廉
塾
な
ら
び
に
菅
茶
山
旧
宅
」 

 
 

宮
島
厳
島
神
社
（
国
特
別
史
跡
＋
特
別
名
勝
）
と
並
ぶ 

・
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
は
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

＊
こ
れ
ら
は
誇
り
得
る
類
い
稀
な
ス
テ
イ
タ
ス
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賴
祺
一
氏
や
広
島
大
学
の
協
力
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
て
、
茶
山
関
係
資
料
の
調
査
に
携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

わ
っ
た
。
２
０
０
４
年
、
文
化
庁
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
示
を
受
け
、
中
途
、
東
北
地
方
大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

震
災
の
た
め
中
断
の
や
む
な
き
に
至 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
た
が
、
細
や
か
な
資
料
の
精
査
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

続
け
、
遂
に
２
０
１
４
年
、
国
重
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
財
の
指
定
に
漕
ぎ
着
け
た
。 

二
．
何
故
『
廉
塾
』
は
教
科
書
に
載
ら
な
い
の
か 

全
国
の
主
な
私
塾
、
適
塾
（
大
坂
・
緒
方
洪
庵
）
懐
徳
堂

（
大
坂
）
松
下
村
塾
（
萩
・
吉
田
松
陰
）
、
鳴
滝
塾
（
長
崎
・

シ
ー
ボ
ル
ト
）
咸
宜
園
（
日
田
・
広
瀬
淡
窓
）
な
ど
は
高
校
の

日
本
史
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
廉
塾
は
な
い
。 

篠
崎
小
竹
は
、
『
遠
思
楼
詩
詩
抄
』
初
編
序
で
、
「
淡
窓
は

菅
茶
山
と
並
ぶ
有
名
な
教
育
者
で
、
と
も
に
詩
を
重
ん
じ
、
詩

を
用
い
て
人
材
を
育
成
し
た
」
と
評
し
て
い
る
。 

三
．
菅
茶
山
と
広
瀬
淡
窓 

共
に
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
で
漢
詩
人
と
し
て
名
を
成
し 

教
育
に
も
尽
力
し
た
共
通
点
の
多
い
菅
茶
山
と
広
瀬
淡
窓
を
比

較
し
て
こ
の
「
何
故
」
に
迫
り
た
い
。 

〇
茶
山
～
父 

備
後
神
辺 

菅
波
樗
平 

農
業
・
酒
造
業 

 

学
歴
、
茶
山
19
歳 

市
川
某
に
古
文
辞
学
を
学
ぶ 

24
歳 

那
波
魯
堂
に
朱
子
学
＆
和
田
泰
純
に
医
学
を
学
ぶ 
 

33
歳 

京
阪
地
方
遊
歴
、
混
沌
社
中
と
交
遊 

享
和
元
年 

福
山
藩
儒
と
な
り
藩
校
弘
道
館
に
出
講 

文
化
６
年 

『
福
山
志
料
』
編
纂 

文
化
12
年 

出
府
中
、
松
平
定
信
侯
に
招
待
さ
れ
る 

文
政
2
年 

『
風
俗
御
問
状
答
書
』
完
成 

〇
淡
窓
～
豊
後
国
日
田 

廣
瀬
三
郎
右
衛
門 

代
官
所
御
用
達 

 
 
 

商
人
。
中
井
竹
山
・
履
軒
と
知
己 

8
歳  

長
崎 

長
福
寺
法
幢
上
人
ら
に
学
ぶ 

 

16
歳 

福
岡 

亀
井
南
冥
・
昭
陽
に
学
ぶ 

18
歳 

大
病
で
帰
郷 

文
政
2
年 

日
田
代
官
用
人
格 

天
保
元
年 

 

代
官
所
が
塾
経
営
に
干
渉
す
る 

天
保
13
年 

幕
府
が
苗
字
帯
刀
を
許
す
・
大
村
藩
に
出
講 

弘
化
元
年 

 

豊
後
国
府
内
藩
に
出
講 

四
．
廉
塾
（
菅
茶
山
）
vs
咸
宜
園
（
廣
瀬
淡
窓
） 

①
施
設
（
名
称
）
設
備 

〇
茶
山 

安
永
４
年
、
居
宅
に
開
塾→

天
明
年
間
「
金
粟
園
」 

寛
政
３
年
、
前
年
新
築
の
建
物
で
開
塾
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
」 

寛
政
8
年
、
建
物
等
を
藩
に
献
上→

「
神
辺
学
問
所
・
廉
塾 

〇
淡
窓 

 

文
化
２
年
、
長
福
寺
学
寮
に
開
塾
、
「
成
章
舎
」
桂
林
荘
」 

文
化
14
年
、
咸
宜
園
と
改
名 

 

文
政
４
年
、
咸
宜
園
東
塾
落
成 

②
学
区
・
教
育
内
容
・
教
育
方
針
・
規
約
＆
心
得 

塾
生
は
廉
塾
・
咸
宜
園
と
も
全
国
か
ら
集
ま
る
。
平
等
主
義

（
身
分
・
年
齢
・
学
歴
不
問
）
を
取
り
、
漢
籍
の
講
釈
が
中
心 

〇
廉
塾
～
詩
文
は
月
６
度
の
詩
文
会
だ
け
（
義
務
と
す
る
） 

「
廉
塾
規
約
」
（
45
項
目
、
塾
・
寮
で
の
共
同
生
活
重
視
）

〇
咸
宜
園
～
詩
作
を
奨
励
「
葵
卯
改
正
規
約
」
（
82
項
目
）

入
塾
後
は
徹
底
し
た
能
力
主
義
で
評
価
。
「
月
旦
評
」
明
治

30
年
ま
で
存
続
、
門
下
生
も
高
野
長
英
、
大
村
益
次
郎
、
上

野
彦
馬
（
日
本
最
初
の
写
真
家
、
龍
馬
撮
影
）
、
清
浦
奎
吾

（
１
９
２
４
年
内
閣
総
理
大
臣
） 

五
、
後
継
者 

〇
茶
山
（
廉
塾
） 

寛
政
12
年 

末
弟
恥
庵
死
去 

文
化
8
年 

都
講
頼
山
陽
出
奔
・
甥
萬
年
死
去 

文
政
6
年 

都
講
北
條
霞
亭
死
去 

文
政
10
年 

姪
孫
・
菅
三
を
養
子 

文
政
10
年 

80
歳
で
死
去 

〇
淡
窓
（
咸
宜
園
） 

天
保
元
年 

弟
旭
荘
に
塾
主
を
譲
る 

天
保
７
年 

旭
荘
東
遊
、
再
び
塾
経
営 

弘
化
元
年 

咸
宜
園
の
都
講
矢
野
範
治
（
青
邨
）
を
養
子
と
し 

塾
を
継
が
せ
る 

安
政
3
年 

旭
荘
の
長
男
・
林
外
塾
を
継
ぐ 

安
政
3
年 

74
歳
で
死
去 

六
、
茶
山
と
淡
窓
の
交
流 

寛
政
９
年 

淡
窓
15
歳
、
50
歳
の
茶
山
の
名
と
詩
を
知
る
。 

福
岡
遊
学
中
、
茶
山
が
「
詩
の
名
家
」
と
知
る
。 

淡
窓
27
歳
、
自
作
詩
の
批
評
を
人
を
介
し
茶
山
に
依
頼 

淡
窓
45
歳
、
茶
山
揮
毫
の
扁
額
「
淡
窓
」
を
書
斎
に
掲
げ
る 

文
政
10
年
、
淡
窓
46
歳
、
弟
旭
荘
が
病
床
の
茶
山
を
訪
問
、

数
カ
月
間
介
護
に
あ
た
る
。
旭
荘
が
辞
す
る
に
あ
た
り
、
淡
窓

あ
て
の
漢
詩
と
遺
品
と
し
て
硯
を
托
す
。 

七
、
残
さ
れ
た
課
題 

幕
末
以
後
、
天
領
の
塾
と
福
山
藩
の
郷
校
の
位
置
付
け
が
関 

係
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
塾
と
し
て
の
評
価
よ
り
茶
山

は
漢
詩
と
い
う
文
学
面
で
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
顕
彰
会
顧
問 

上
泰
二
） 

 

記
念
講
演
「
菅
茶
山
と
廉
塾
」 
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菅茶山生誕 275 年祭の様子   
 

                              

                                

         

菅
茶
山
生
誕
２
７
５
年
祭
成
功
裏
に
終
わ
る 

10
月
28
日
、
菅
茶
山
生
誕
２
７
５
年
祭
を
神
辺
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
こ
の
会
は
５
年
毎
に
開
催
す
る

「
菅
茶
山
の
遺
芳
・
遺
徳
を
偲
び
、
後
世
に
伝
え
る
」
定
例
事

業
。
今
回
は
「
茶
山
賛
歌
」
（
奥
野
純
子
氏
独
唱
）
及
び
記
念
講

演
『
菅
茶
山
と
廉
塾
』
（
講
師
西
村
直
城
氏
）
併
せ
て
会
館
ロ
ビ

ー
に
「
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
」
「
廉
塾
バ
ラ
紹
介
」
を
展
示
。
。
ま

た
、
入
場
者
に
は
顕
彰
会
作
成
の
冊
子
『
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展

30
年
の
歩
み
」
を
配
布
し
た
。 

入
場
者
は
予
想
を
上
回
る
１
２
０
名
。
山
陽
新
聞
の
取
材
を

受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
岡
山
県
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
今
日

に
至
る
ま
で
の
社
会
活
動
の
実
績
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
オ

ー
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
効
果
も
絶
大
。
内
実
と
も
好
評
。
声
楽
家
奥

野
純
子
氏
の
「
茶
山
賛
歌
」
で
は
倉
敷
芸
術
大
学
矢
内
直
行
教

授
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
（
菅
茶
山
の
）
江
戸
漢
詩
に
よ
る

歌
曲
集
よ
り(

新
曲)

が
披
露
さ
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
上
に
は
ス
ク

リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、
茶
山
詩
が
映
し
出
さ
れ
爽
快
・
新
鮮
で

あ
っ
た
。 

 

 

記
念
講
演
『
菅
茶
山
と
廉
塾
』
（
要
旨
別
項
）
で
は
茶
山

と
並
ぶ
教
育
者
で
詩
を
用
い
て
人
材
育
成
を
目
指
し
た
共
通
点

の
多
い
咸
宜
園
主
廣
瀬
淡
窓
の
生
き
様
を
対
比
し
な
が
ら
の
講

話
に
出
席
者
一
同
興
味
深
く
謹
聴
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
顕
彰
会
顧
問 

上 

泰
二
） 

来 賓   ２４ 

会 員   ２７ 

講師等    ５ 

一 般   ６４ 

 合計 １２０ 

町 内   ２４ 

  町 外   ２７ 

  不 明   １３  

廉塾のポエム絵画展 

275年祭参加者数 

一般参加内訳 

袋詰め～ボランティアの協力 

藤田会長あいさつ 

茶山ポエム絵画の展示 

朝の打ち合わせ 

廉塾バラの展示 

さあ、受付開始 

会場の様子 

司 会  松岡理事 
開会宣言 武田副会長 閉会挨拶 黒瀬副会長 

記念講演 西村直城先生 


